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件の検討は、2次休眠誘導種子を30℃ の通風乾燥器内に貯蔵し、経時的に15℃ 、14日 間におけ
る発芽速度を調査することにより行った。
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第1図 登熟温度 の異 なる 「Kasalath」種
子 にお ける貯蔵中の低温下での発芽速
度の変化













それ らは1次 休眠や2次 休眠の強いインド型品種 であった。これら品種 の最 高発芽速度 は、低温
発芽性改 良を 目的として育種 に広く用 いられている「1田HcaLivomo」 、rArrozdaTerra」 に匹敵し、














































QTLの 全 体 の 変 異 に対 す る寄 与 率 お よび 「Kasalath」 の対 立遺 伝 子 の相 加 効 果 は
30
MAPMAKERIQTLに より求めた。
第4染 色体 上に2個 の、第2染 色 体、第5染 色 体および第11染 色 体上に各々1個 の低温発芽
性 に関係 するQTLを 検 出し、それぞれ 、qLrG-2、qLrG-4-1、qLrG-4-2、qLrG-5、qLrG-11と 命名
した。rKasala血 」型の対 立遺伝 子は、q1TG-2、qロG-4-1、q1TG-11に おいては低温.発芽性を高め、
qLrG-4-2とqLrG-5に お いては、発 芽を抑制した(第2表)。 これ らQTLの 単独の効果 は、qLrG-11、
q正TG-4-1、qLTG-5を それ ぞ れ 単独 で持 つ 染 色 体 断 片 置 換 系 統(Bc4F3)「sL44」 、rsL79」 、
rsL28」 、およびqLTG-4-1とqLrG-4-2を 合わせ 持つ 「SL68」を用いて確認 した(第3図)。qLrG-4-1
とqLTG-11を 有する系統 の低 温発 芽性は明らかに 「日本晴」より優 った(第4図)。 また、qLrG-2の
みを持っ染色体 断片置換個体(BC4F1)の 後代である100個 体の集団(BC4F2)(第5図)に おいて、
このQTLに 最も近 いRFLPマ ーカーであるG227の 対立遺伝子 が 「Kasala　h」型ホモを示す個体の
低温発芽性 が優れ ることがわかり、qLrG-2の 単独 の効 果を確 認した(第6図)。 以上より、低温発芽
性を高める有効 なQTLと して、qLrG-2、qLTG-4-1お よびqLrG-11を 検 出し、低温発 芽性 の改 良に
関してDNAマ ーカーを指標 とする選抜 が有効であることが示 された。
第2表 イネ種子の低温発芽性に関与するQTL





























































































































qLTG-11を 含 む 「Kasalath」の染 色 体 領 域 を 有













ロ:「コシヒカリ」の染 色 体領 域 ■:「Kasalath」の染 色体 領域























































































第2染 色体、第4染 色体および第9染 色体上に貯蔵性に関するQTLを 検出し、それらをqL6-2、
qLG-4、qLG-9と それぞれ命名した。一方、1次休眠に関するQTLを 第1染 色体、第3染 色体、第




ともに「日本晴」より高かった(第4表)。 以上より、qLG-9の 単独の効果が確認され、このQTLに 近接
34
す るRFLPマ ーカーR79お よびその周辺のマーカーを指標 とする選抜 によって、外国品種 の有す
る貯蔵性に関わる遺伝領域を日本品種内に導入できることが明らかとなった。
第3表 イネ種子の1次 休眠および種子の貯蔵性に関与するQTL
形質 QTLマ_か ∋ 艶 体一
名 番号P,。b、biH・y
MAPMAKER/QTL





























































第8図RFLPマ ー カー による選抜 を伴 う
「Kasalath」を一 回親 、「日本晴 」を戻し交
雑親 とす る戻 し交雑 により育成 した染色





團:「Kas田ath」 の 染 色 体 領 城





























戻し交配を繰り返し、子葉鞘 の低温伸長性に関する「きたいぶき」の準 同質遺伝子系統 「札系
00019」を育成した。「札系00019」 、「きたいぶき」および「Arrozda艶 πa」の苗立ち率を比較するた
めの湛水直播栽培試験は分割区法、2反復で行なった。耕起、代掻きをした圃場表面に種子を条

























1)暗黒お よび 水 中条件 下で
、15℃ 、7日 後 の子葉 鞘 の長 さ
2)湛水 直 播栽 培 にお ける苗 立ち率
3)表 中のa
、b、cに おい て、同一 の文字 の場 合 は、最小 有 意差(LSD)に よる検 定 におい て有 意水 準5%で 差が
認 め られ ないことを示す 。
第6表 「札 系00019」 と「きたいぶき」の農業特性の比較


























き た い ぶ き46・7±1・220.6±0.10.0±0.03.0±0,0'0・80**
1)2反復 の平 均 値 ±標 準偏 差
2)0(無) 一5(甚)(井 上1995)
3}1(上 の上) 一9(下の 下)(井 上1995)
4)標準 品種 で ある「ほしのゆめ 」を0と して
、一5(極端 に不 良)一5(極端 に 良)で 評 価 した。
索お よぴ は
、それ ぞれ 分 散分析 にお いて有 意水 準5%お よび1%で 標 準 品種 との間 に差 があることを示 す。
まとめ
現在 、我 が 国にお いて低 温発 芽性 の改 良に広 く用 い られている母本 は 、「1曲caLivomo」 、
rArrozdaTerra」 など一部のヨーロッパ 品種 にすぎない。本研 究における種子休眠 の影響を除いた
遺伝 資源の再評価 によって、従 来、低 温発芽 性が低 と評価されていたインド型 品種の中にも、低温
発 芽性 に極 めて優 れる品種 が存在 することが明らかとなった。特 に、インド原産 の品種 「Kasalath」


















論 文 審 査 結 果 要 旨
近年,農 産物の輸入が増加 し,わ が国の歴史の中で国産が大部分であったコメにおいて も輸入米が
増加 しつっある。市場での国産米と輸入米 との競争が激化する状況の中で,わ が国の稲作は一層のコ
ス ト低減が求められている。 しか し,わ が国の稲作は移植栽培が主体であり,育 苗に要する労力と資
材が コス ト低減のネックとなっている。このたあ,直 播栽培技術の開発が精力的に進あられているが,
農家に定着するにはなお克服すべき課題が多い。本研究は,わ が国の直播栽培技術確立のうえで もっ
とも重要な課題である直播に適 した品種の開発を目指 したものである。直播適性品種の具備すべ き形
質 としては,低 温発芽性,種 子の貯蔵性および子葉鞘の低温伸長性があげられる。外国品種の有する
これらの形質を,随 伴する劣悪形質を排除 しっっ日本品種に導入するため には戻 し交配が有効である
が,低 温発芽性および種子の貯蔵性のような評価 ・選抜が難 しい量的形質にっいては戻 し交配が難 し
い。近年,こ のような量的形質を支配する遺伝子座(QTL)と 連鎖するDNAマ ーカーによる選抜
の有効性が報告されている。本研究は,外 国品種の有する直播適性を日本品種に導入するため,低 温
発芽性と種子の貯蔵性に関 してはQTLの 検出を試み,子 葉鞘の低温伸長性に関 しては戻 し交配 によ
る中間母本の育成を試みた ものである。
本研究では第1に,低 温発芽性に関する遺伝資源の再評価 を行 い,低 温発芽性のQTLの 検 出を
試みた。外国品種の一部に2次 休眠性を有するものがあり,種 子の低温発芽性の評価はこの2次 休眠
性を考慮する必要があることを明 らかに し,そ の誘導条件 と打破条件を解明した。その結果,こ れま
で低温発芽性が低いと評価されていたインド型品種の中にも低温発芽性の極あて優れる品種が存在す
ることを見出 した。特 に,イ ンド原産品種のKasalathは,ヨ ーロッパ品種に匹敵する低温発芽性 を
有することを発見 した。次いで,Kasalathの 有する低温発芽性に関す るQTL、 を検出 し,近 接す る
RFLPマ ーカーを見出 した。第2に,Kasa藍athの 有する優れた種子の貯蔵性に関しても効果の大 き
いQTLを 検出 し,近 接するRFLPマ ーカーを見出した。第3に,ヨ ーロッパ品種ArrozdaTerra
の子葉鞘の低温伸長性を戻 し交配によって日本品種に導入することに成功 し,中 間母本 「北海P追8」
を育成 した。同時に,試 験管を用いたこの形質の評価が,苗 立ち性に関する簡易評価法として有効で
あることを確かめた。
直播適性品種の普及には,良 食味を有することが必須条件 となるが,本 研究は直播適性品種育成の
育種戦略を明確に提示 した。すなわち,日 本品種間の交配か ら早生,良 食味および耐冷性や耐倒伏性
を有する系統を育成 し,次 いでその系統を反復親とする戻 し交配により外国品種から低温発芽性,種
子の貯蔵性および子葉の低温伸長性のみをDNAマ ーカーを用いて導入することにより,直 播適性品
種の効率的な開発が可能 となろう。
以上のように本研究 は,直 播適性品種の育成戦略を提示するとともに,そ の育種素材を提供 した も
のである。本論文 は,水 稲直播適性品種の開発に大きく寄与するものであり,審 査員一同は博士 、(農
学)の 学位を授与するに値するものと判断 した。
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